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選手に笑顔で帰ってもらうために
　ホクレン・ディスタンスチャレンジ（ホ
クレンＤＣ）が始まったきっかけは、アメリ
カやカナダなどで行われていた中距離サー
キットです。これらを参考に、国内でも同じ
ような中距離サーキットを始めようと、2002
年から「ミドルディスタンスチャレンジ」と
してスタート。当初は関東や関西などで実
施されていましたが、北海道で合宿する長
距離チームが多いこともあり、その後、舞
台を北海道に移して現在の形となりました。
 「当時、ヨーロッパで記録を出したい日本人
が多すぎて、エントリーからはじかれること
がありました。それならヨーロッパへ行く段
階の前に日本で、ヨーロッパに気候が似て
いる北海道で開催しよう、と。北海道は多
くのチームが合宿でお世話になっています
し、うまくお返しができればいいなという思
いもあって、提案したのです。そうしたら、
次の年から準備が始まっていました」
　参考にした欧米各国のサーキットについ
て、木路さん「いい意味でテキトーでしたよ」
と笑って言います。

 「雷雨が来るから、スタートを２時間遅らせ
たり、３日後のレースは風が吹く予報だから
場所を変えたり。それも、120㎞先の指定さ
れた会場へ自力で行けというんです。そこ
で交渉して、バスを出してもらったこともあ
ります。そんな中でも、800ｍでは１分45秒
が出たり、1500ｍでは３分30秒台が出たり
するのです。レースって、そんな簡単にで
きるんだねと思いました（笑）」
　ホクレンＤＣが始まった当初は、札幌円
山、士別、深川、網走、釧路で行われてい
ました。最初の５年ほどはエントリー締め切
りがレース３日前までだったため、「３日前
からスタートリストを出すまでは、作業に忙
殺されました」と苦笑いの木路さん。その後、
最大６会場まで増えたこともありましたが、
現在は士別、深川、網走、北見、千歳の５
会場で開催されています。
 「『選手の出したい記録を出せるように』とい
うのがこの大会の根本です。記録を出しに
きてくれた選手に、記録を出して笑顔で帰っ
てもらうということが揺るぎないテーマです
ね」。今までの自分に勝つ場所を提供するの
が、レースマネージャーの木路さんの大きな柱

となっています。

ホクレンＤＣ開催までの流れ
　ホクレンＤＣは毎年、どのような流れで
進んでいくのでしょうか。
 「各会場でのレースが終わったら他のス
タッフの方と同じ流れで移動、食事、宿泊
することになるので、その都度、大会をよ
り良くするための意見が出てきます。自分
自身で気がついたことも含めて、それらを
どう生かして次年度の大会を改良していく
か、その年の大会期間中から原案を作る作
業をしていますね」。木路さんをはじめ、関
係者のみなさんはいつでも現在進行形で、
次回大会に向けてアップデートされていま
す。
　そのベースを受けて、例年３月に詳細の
打ち合わせを行い、日程が決定。種目の配
置をします。参加標準記録、ターゲットナ
ンバーを決めて、エントリーのルール確認。
４月に大会要項ができ、日本選手権が終
わって６月にエントリーがスタートします。
その間、開催地の自治体との打ち合わせが
入ってくるそうです。

　陸上の大会はたくさんの「縁の下の力持ち」によって支えられています。今回は、今や陸上界・
夏の風物詩ともいえる「ホクレン・ディスタンスチャレンジ」のお話です。今年も７月１日か
ら15日まで、５会場（士別、深川、網走、北見、千歳）で開催されます。「ＰＢ祭り」と話題
になるほど自己記録を出す選手が続出し、選手のみなさんにとっても、ファンのみなさんに
とっても楽しみな大会ですよね！　そんなホクレン・ディスタンスチャレンジに創設当初か
ら関わるレースマネージャーの木路修平さんに聞きました。� 文・M高史陸
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～陸上競技を支えるプロフェッショナルを徹底紹介！～

1967年生まれ、京都府出身。京都・洛南高で中長距離に取り組み、筑波大では箱根駅
伝にも出場。大学卒業後は大塚製薬で競技を続け、引退後はコーチを務める。2010年
に筑波大大学院に進んだのち、日本薬科大コーチを経て、現在は筑波大体育スポーツ
局勤務。同大男子駅伝コーチを担う。ホクレン・ディスタンスチャレンジには草創期
から関わり、レースマネージャーとして大会全体のエントリー業務を担当している。

木路修平さん

ホクレンＤＣレースマネージャーホクレンＤＣレースマネージャーNo.19

て投げ銭をしたり、霧が出て見にくいから
なんとかしてくださいと投げ銭をするなどな
ど（笑）。きっと、視聴してくださるみなさ
んも、この大会の運営に少し関わっている
と思ってくださっているのかなと思います」
　自己記録を更新した選手が続き、ライブ
配信のチャット欄で盛り上がった際に、「Ｐ
Ｂ祭り」という言葉が生まれました。木路
さんは「よくあんな言葉が作られましたね。
投稿者の方はすごいなと思いました」と振
り返っていました。
 「支える」の視点では、例えば地元の高校
生が補助員として大会を支えています。
 「やらされている感ではなく、うれしそうに
やってくれるんですよね。出場する経験だ
けでなく、違う形で関わっていくおもしろさ
を感じてもらいたいです。例えば、表彰の
時のインタビューであったり、花束を渡し
たりするのもいいきっかけになります。今後
は英語が得意な人、音楽編集が得意でＤＪ
が好きな人など、大々的に募集をかけていっ
てもおもしろいかもしれないですね。いろ
んな関わりができていければと思いますし、
地元の人たちにこの大会を活用していただ
きたいです。文字通りチャレンジなので！」
　ホクレンＤＣができた当初、選手として
出場していた人が、今ではスタッフ、監督、
コーチになっています。「ホクレンＤＣへの
思い入れを持ったまま、選手を連れてきて

くれています。自分たちが結果を出してき
た大会だから大事にしようという雰囲気が
あります」と、木路さんはうれしそうに話し
ていました。

ホクレンＤＣのこれから
　木路さんに、ホクレンＤＣの今後につい
て聞きました。
 「価値観が同じ人たちの集まりで、選手のた
めにやっていくこの仕事はおもしろいです。
今後の課題としては、次の人たちを育てて
どうやって引き継いでいくか。ここ５年、10
年、事務局の人たちが積極的に関わってく
れるようになりました」
　特に、人のエネルギーが集約されたのが
2020年だそうです。新型コロナウイルス感
染症拡大により、春の大会がすべて中止と
なりました。それでも、「あのとき、誰もが
７月のホクレンＤＣ開催をやめようと言わな
かったんですよ。どうしたら開催できるの
か、感染症対策でいろいろ苦労しましたが、
第５戦の千歳大会は有観客で開催できまし
た。開場する前、人が並んでいるのを見に
行った時には感動しましたね。これだけ待っ
てくれていた、やってよかったなと。それが、
今もエネルギーとなっています」。
　コロナ禍を乗り越えて、選手とともにさら
に現状打破を続けるホクレンＤＣ。今年も
応援、よろしくお願いします！

「する」「見る」「支える」の視点
　ホクレンＤＣを３つの観点で見てみると、
まずは「する」の視点について、木路さん
は「スポーツツーリズムにどうつなげていく
か、自治体にどう還元していくかということ
も考えています」と話します。合宿に来て
くれるチームが増えることも、開催地への
恩返しにつながると感じているそうです。
　また、「子供たちに早いうちにトップ選手
の走りを見せてあげたいですし、トップ選
手の走り見て、あこがれて陸上を始める人
が増えたらいいですね」とも。生で走りを
見た選手たちが、そのすぐ後に五輪や世界
選手権に挑んでいるわけですから、大きな
刺激になることでしょう。北海道陸協推薦
で出場した高校生が、インターハイで入賞
することもあるそうです。
 「見る」の視点で言うと、動画でのライブ配
信も年々話題になっています。
 「最初は、スマートフォンで撮影しただけの、
風景を流しているような簡単な配信でした。
事前告知もせずフワッと始めていたのです
が、コロナ禍によって地域や子供たちに生
で見せられないぶん、どうにかしてレース
を見てもらえないかという思いもあって、配
信のレベルをなんとか上げようとしていきま
した」。
　現在のライブ配信は、開始当初からは比
べものにならないほどの盛り上がりを見せ
ています。昨年はホクレンＤＣディレクター・
河野匡さんと私、Ｍ高史が実況席から選手
のみなさんの走りっぷりをお伝えさせてい
ただきました。
 「動画配信で応援するだけでなく、がんばっ
た選手たちへ投げ銭をしたり、ＭＣに対し
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回答いただいた方の中から抽選で5名様へ陸連グッズをプレゼント！
今後の掲載内容の参考にさせていただきたいと考えておりますので、是非下記アンケートへのご協力をお願いいたします。
� https://forms.gle/KAVC75fmmawnofuq5
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日本グランプリシリーズ

日本各地で開催中！

各大会 詳細やスケジュールはこちら ▼

https://www.jaaf.or.jp/gp-series/

布勢スプリント2023
＜開催日＞
６月25日（日）
＜開催場所＞
鳥取県立布勢総合
運動公園陸上競技場

2023オールスターナイト陸上
＜開催日＞
７月１日（土）
＜開催場所＞
レモンガススタジアム平塚

第36回南部忠平記念陸上競技大会
＜開催日＞
７月９日（日）
＜開催場所＞
札幌市厚別公園競技場

特設サイトはこちら ▼

https://www.jaaf.or.jp/distance/

ホクレンディスタンスチャレンジ
2023

全大会ライブ配信！ 入場無料

７月  １日（土）士別大会	 士別市陸上競技場
７月  ５日（水）深川大会	 深川市陸上競技場
７月  ８日（土）網走大会	 網走市営陸上競技場
７月12日（水）北見大会	 北見市東陵公園陸上競技場
７月15日（土）千歳大会	 千歳市青葉陸上競技場


